
デフロスタ

ロスタ も開発され，特急電車・新幹線電車などに使用されている。

凶 1 電熱式デフ ロスタ

て防波堤・護岸・防潮堤などの海岸憎造物あるいは，河川の水

制工， 床固め工，橋脚の根固め工として広L 、純開に利用されて

L 、る。
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図-2 電熱送風式デフロスタ

電熱式デ フロス タの構造の一例は図ー1 に示すよう に ， わ く ・

抑え コ' ム ・ ガ ラ 1 ・ 発熱休 ・ つな ぎ線およ び耳元付け腕か ら成り ，

.Jil' えコd ムを 前 l白j :Hラ スに密着させて 取 り 付 ける。1tt熱i芸風式

(i/n~ ~t式)デプロ ス タ の憐造の ー・例は， 図 2に示すよう に， 送風機，

電動機およ び電熱加からできており ，1[動機に より直紡された

;1;風機を周~Jl})す る。空気取入れrIから吸い込まれた空気は， 送

風機によって J: ;'fil l!:f:i! l し IJ か ら送り 出され るが， その関電熱器

によ っ て DII熱 される。 l民め られた空気は逆転室の窓ガラスに l直

接吹 き 付けられる。 電熱球は巻わ く にコイ ノレ状の電熱線を巻き

付けて ある。 電熱総の以りはずしを容易にするために電線接続

部は プ ラグイン式としてある。なお，温気式の一種 として，特

急用 デ ィーゼノレ動車の場合，エンジ γの冷却水を利用して，専

用の ラ ジエタとファンにより混風を窓、ガラスに吹き付ける方法

をと っ て いる。 温気式は視野をさえぎる取付物がなく，また電

熱式のわくを沿えにくい I也前ïti ラスの場合にも適用できる特徴

がある。(島 隆)

てんきかいろ 電気回路 (新幹線旅客電車の) 大別し

て主回路(図 1) ・制御回路・交流補助回路・直流低圧補助回路・

表示燈回路および各付属回路より 構成され， 2 両を l 組として

ユニットを形成している。ユユツ トは M形式および M' 形式の
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